
広報ふくつ 00広報ふくつ3

  

貴
重
な
文
化
財
が
た
く
さ
ん

　
１
階
は
主
に
歴
史
資
料
館
エ
リ
ア

と
な
っ
て
い
ま
す
。
展
示
室
で
は
、

市
内
で
出
土
し
た
貴
重
な
文
化
財
や

歴
史
資
料
を
公
開
す
る
ほ
か
、
市
の

通
史
も
紹
介
し
ま
す
。
特
別
展
示
室

に
は
、
今
回
初
公
開
さ
れ
る
出
土
品

も
あ
り
ま
す
。
福
津
市
ゆ
か
り
の
文

化
財
や
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
で
、
ふ

る
さ
と
に
新
た
な
興
味
を
持
つ
き
っ

か
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
で
は
飲
み
物

や
軽
食
を
提
供
す
る
ほ
か
、「
福
津

の
極
み
」
商
品
な
ど
の
特
産
品
紹
介

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

中
庭
だ
っ
た
場
所
を
屋
内
化
し
て
１

階
と
２
階
を
つ
な
ぐ
大
階
段
を
設
置

し
、
行
き
来
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。

  

５
万
冊
の
蔵
書
が
揃
う

  

図
書
エ
リ
ア

　
明
る
い
大
階
段
を
上
が
っ
た
２
階

は
、
図
書
館
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
ま

す
。
図
書
の
貸
し
出
し
と
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
サ
ー
ビ
ス
（
資
料
や
情
報
の
提

供
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可

能
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
貸
し
出
し
も
行

い
ま
す
。
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
読

み
聞
か
せ
を
行
う
親
子
読
書
室
や
津

屋
崎
地
区
で
初
め
て
の
学
習
室
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス
が
設
置
さ

れ
ま
す
。
各
ブ
ー
ス
の
上
部
は
全
て

ガ
ラ
ス
張
り
で
、
フ
ロ
ア
全
体
が
明

る
く
開
放
的
な
雰
囲
気
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
３
階
は
企
業
支
援
と
企
業

誘
致
の
場
と
し
て
、
貸
事
務
所
や
株

式
会
社
T
M
J
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
運
用
が
始
ま
り
ま
す
。

親子で本を楽しみたいです
　市立図書館は、週 1 回ほど親子
で楽しく利用しています。私は雑
誌をよく読みます。子どもたちは
絵本が大好きです。宮司に住んで
いますので、津屋崎に新しい図書
館ができたらうれしいですね。新
しい図書館でも絵本の読み聞かせ
があれば、ぜひ行ってみたいと思
います。

図
書
と
歴
史
と
文
化
の
複
合
施
設

　
昨
年
の
市
役
所
庁
舎
統
合

後
、
津
屋
崎
庁
舎
は
新
し
い

複
合
文
化
施
設
と
し
て
再
生

整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

市
民
の
情
報
収
集
の
場
、
新

し
い
出
会
い
や
発
見
の
場
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
新
し
い

地
域
の
拠
点
が
間
も
な
く
誕

生
し
ま
す
。
愛
称
の
「
カ
メ

リ
ア
ス
テ
ー
ジ
」
は
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
公
募
で
決
ま

り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
の
７

月
８
日
（
土
）
を
前
に
、
皆

さ
ん
に
紹
介
し
ま
す
。

▲図書館に来ていた石松裕子さん、
　興樹ちゃん、泰樹ちゃん（宮司 2区）

も
う
す
ぐ
オ
ー
プ
ン

カ
メ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ

インタビュー

インタビュー

歴史を通じて
地域を再発見できるかも
　福津市には歴史的価値がある文
化財がいくつも発掘されています
し、歴史資料館ができるのを楽し
みにしていました。昔のことを知
ることで、新しい経験や人生観に
出会えることもありますよ。図書
館が併設されているので、歴史資
料館で疑問に思ったことをすぐ調
べられるのもいいですね。

▲市郷土史会前会長　堀貫太郎さん（新町区）

文化財担当
者に聞く

初公開の文化財もあります
　市内の出土品を時代順に見な
がら市の歴史をたどる通史展
示、重要な文化財を展示した
特別展示室、新原・奴山古墳
群の展示室や古文書を収蔵・
公開する歴史資料室がありま
す。専用の収蔵庫を備えたの
で、九州歴史資料館に保管さ
れていた重要な文化財が全て
市に里帰りしました。

三角板革綴短甲
さんかくいたかわとじたんこう

まがたま　　 こ だま　　 くだたま　

宮司井手ノ上古墳／ 5世紀
みやじい でのかみ

ぬやましょうぞの

しんばる　 ぬやま

　戦乱が続いたといわれる
古墳時代に、防御のために
身につけた腰から上のよろ
いです。三角形に切り抜い
た鉄板を巧みに組み合わせ
て、革ひもで綴じ上げた頑
丈なつくりです。

勾玉、小玉、管玉 奴山正園古墳／ 5世紀

　勾玉は碧玉、水晶、瑪瑙、翡翠、ガラス、
滑石を素材にした色彩豊かな組み合わせです。
アジア各地の素材が用いられ、豪族宗像君の
宝玉と呼ばれています。

土師器、須恵器 新原・奴山古墳群／ 6世紀

手光古墳群／ 6世紀

　古墳での祭祀に使うさまざまな土器が出土して
います。革袋形の須恵器（写真手前右から２番目）
は珍しく、革袋の縫い目まで表現してあり、騎馬
民族の文化の影響がうかがえます。

蛇行鉄器
　馬の鞍につけて旗を立てる特殊な馬具です。
国内で８つの遺跡からしか出土していません。
当時、中国や朝鮮半島と活発な交流があった
ことを裏付ける貴重な出土品です。

へきぎょく　　　　　  めのう　　ひすい

かっせき

むなかたのきみ

かわぶくろがた

くら

は じ き 　 す え き

だ こう てっき

◀
教
育
総
務
課
史
跡
整
備
係
　

　井
浦
一 

係
長

1F

▲革袋形の須恵器

玄関玄関

大階段大階段

通史展示通史展示
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５
万
冊
の
蔵
書
が
揃
う

  

図
書
館
エ
リ
ア

　
明
る
い
大
階
段
を
上
が
っ
た
２
階

は
、
図
書
館
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
ま

す
。
図
書
の
貸
し
出
し
や
情
報
の
提

供
だ
け
で
な
く
、
親
子
読
書
室
で
の

お
は
な
し
会
、
映
画
上
映
会
な
ど
親

子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。
津
屋
崎
地
区
で
初
め

て
の
学
習
室
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行

う
多
目
的
室
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

ブ
ー
ス
を
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
ブ
ー
ス
を
区
切
る
壁
の
上
部
は
全

て
ガ
ラ
ス
張
り
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
フ
ロ
ア
全
体
が
明
る
く
開
放
的

な
雰
囲
気
で
す
。
読
書
や
学
習
に
訪

れ
た
人
が
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
「
滞
在
型
図
書
館
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
３
階
は
、
起
業
支
援
と
企
業
誘
致

の
場
と
な
る
、企
業
セ
ン
タ
ー
で
す
。

貸
事
務
所
や
株
式
会
社
Ｔ
Ｍ
Ｊ
の
オ

フ
ィ
ス
と
し
て
の
運
用
が
始
ま
り
ま

す
。

開館時間　11:00～21:00
休館日　毎週火曜日（祝日の場合はそ
の翌日）と毎月最終水曜日、年末年始
（12月28日～1月4日）
問い合わせ　☎７２・１２０７

オープニングイベント
７月８日（土）　オープニングセレモニー
　・記念式典
　・テープカット
　・記念行事
　・記念講演会
　　※著名人による講演会
　・地域団体発表
　　※福津市民話劇団（予定）
７月９日（日）　カメリアステージ夏祭り
　・子ども向け映画上映会
　・カメリアマルシェ　
　　※移動販売車等の出店（予定）
　・地域団体発表　
　　※勝浦人形浄瑠璃保存会、
　　　カメリア吹奏楽団等（予定）

グランドオープン
7月8日（土）12:30～
先着100人に花の種を配布します。

　オープニングイベントの詳細は、決
まりしだい市公式ホームページなどで
お知らせします。

施設概要施設概要

▲中庭の壁画がそのまま残る大階段

図書館スタ
ッフに聞く

学習室
　静かな環境の中で自由
に読書や勉強をすること
ができます。

多目的室
　防音になっているので、講座などのイベントも
行うことができます。

子育て室
　子どもを遊ばせながら
ゆっくり本を読めるほ
か、子育て中の親の交流
の場にもなります。

ＡＶコーナー
　フロア内に配置されたＣＤやＤＶＤ
の視聴覚資料を、専用端末でくつろぎ
ながら視聴できます。 

親子読書室
　靴を脱いで利用するこの部屋は、
柔らかい素材の床で、子どもとくつ
ろぎながら本を読めます。

貸出・返却カウンター
　読書に関する
相談や調べ方の
質問なども受け
付けています。
気軽に声をおか
けください。

暮らしの中の図書館を目指して
　市内で２番目の公共図書館として、カフェや歴史資料館が
併設された新しいスタイルの図書館が誕生します。気軽に立
ち寄り楽しく過ごせる「暮らしの中の図書館」を、地域の皆
さんと協力して創っていきたいとスタッフ一同張り切ってい
ます。ぜひ図書館のある生活をお楽しみください。

◀
図
書
館
ス
タ
ッ
フ

　（右
か
ら
）

　藤
江 

淳
子
、

　森 

恵
、

　山
田 

友
紀

　

　図書館で本を借りる場合は、図書館利用カード
が必要です。市立図書館の利用カードと共通です
ので、すでにお持ちのかたはそのカードを利用す
ることができます。カードを申請する場合は、本
人確認書類が必要です。
　図書の自動貸し出し機も設置していますので、お気軽にご
利用ください。

市立図書館のカードが使えます

2F
大階段大階段

　市複合文化センター、愛称カメリア
ステージの図書・歴史資料館がいよい
よオープンします。今の図書館は、単
なる「図書の館」ではありません。学
習の場であり、地域の文化や歴史を知
る場であり、人と人が交流する場です。
子どもから高齢者まで、幅広い世代の
ニーズに応えることが使命です。津屋
崎地区だけでなく、市全体、更には周
辺地域の文化センターとして、複合施

設の強みを生かし、
市民の皆さんと
一緒に地域文化
を盛り上げてい
きます。

◀
統
括
責
任
者
兼

　図
書
館
長

　南 

俊
朗

地域の文化を
　　　盛り上げていきたい


